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D－3  小 児抑り 肥 禍に関す-i 砂鉱 いt 夕桓 ）

別無尽雙 本在延チ

S 的　 最近郷塙/こ対すろ関･おりf. まう、数 夕< ^ 新 完 かヽ套表さft ている。しわし、

小児封 といr- 乳幼児期を対 象と むた研 完はあ まう夕 こない。 そこで演 看は、部満お 遠

憚 な子防 あ ろしりμお泰匯 をみ丿 飛゙す/i iり、 ヱず`尺発 県を申/c とヽし仁乳幼恋巣り 郷偶に

関すろ研 呪I  数竿釣 り々 間作 に その緑果 の一却･^ 本学会東京友会 、大所 沢会 、fi刺

支即 尺会（ 利ﾉ管守 ）等でヽ馳象 し托。 私服 もその 一環をなすもので 、穴唇 県火介係健埓

管均の? ヤ かこっい て調^ 、m 討 し7Ξ沁 恥を報 告す? 。

帽 気　鍼を対 象となったの/づ:、･ほ犬/外乍、 恢南町う^ 内町 で昭和が ～^f 件のタ年

μレ バ可児締晰 ぎ受冷 し鳶幼旧やどか,rt> 名で･あろ。こかー らの･切尾r- っ言、 咋村仁有氏

m i£舛 外こ準 に 臨ザ 作 れzo以 ぷのi  、 糾 、とりすぎre と としr-通 びふし　 そﾀﾞﾌ鳶 生

mi 、列度、 原因考 ぎ詳 細こ調 査すろ。

銘聚　 その鴉果.  かと ）すき■ヽだ忿は 各年友^  -か'Z とtr-itr7./i: fi`浬 尹-?■、検 打すろ

付を、μ細な､統紅学的処理/こぶって行な、た。旧式み市は舒市型、人廟町け農山村意
を示（　ﾚ･ ず■'t も浅 第に

I  山 村 で･あ う尽 が ら、

とを わ 表 ろ。

散噌ｶﾛ の政向をaし きり示レii。江内町1・特具鳶一型で
仮向を示し鳶り?  、保健片楕単のゆきとい だヽが果だ`

[]－4 幼稚園 ■ 保 育防児雀の食事に㈲する肝究( をのエ ー 昼喰について)

－和す大敗育　石垣 恵芙子

目的　幼蓬園・保育所 児奮の昼４ の曳砥を調 査し 摂取食品の傾向E  ,   ①賠食・千

当・客庭噴刑の比較、②地域差、c 体磋差、c 両親の学歴葺 、⑤年代差、等の見地か

ら糠肘して,  幼児赦育施毀ie童の居食のあ'j オと考牢する刎£ g 的とした．
方法　昭和私年2  B I  B より^口fSl, ④和会住宅地の２ ヵ所のK ･ 0 幼稚園の母親

がアンケート表口屋食の農取食 吊左記入. ⑥i]}itのT 幼推園児の尽食 の孫 取喰缶^ 狙

仕載師J<fQ人抑 こ記入．○訃会佳宅地のi 保 防の粉食を分額．以上④⑤④ を目的項

目刺･＝検封 レ 更に＠lr年前のｓ保育防玲喰拠録と比較活案した．
聴果　i 填取食 岳の教と塘機は佃ん葺jヽごはげ`しいが、扮食の場合が平均 して桑も?

く、弁当の場合は唖寄'j やすい.  工訃会の方が'摂取食 品の教と雌楯 が゙亨く 、田４ は全
般的(こ少ないが、特lこ野業の取りオが゙極端に少ない. 但し同時に景的瀬討 が刄 辱で･あ

る．・ 那会 の方か'概して体/≫ K よい. IT 両親の学歴 が'高い堰、摂取食品の軟と種類ざ'
I  <, 特I- 肉粕と野業者ls 亨く喰 べ'cr せている. i 年代的 剛ま心年前の袷喰献t はむ
しろよく整っており、果為･ 卵μ外は食畠の教- 糠輯の取合わセμ苦心のあとがうjヽ

ぶ‘之る.  をしろ俊代`の片寄っr-弁当・家庭喰 の抑 鴇 喉2^"亨い. μ-t の見地よりみた

庫合、幼諏薗剔こt 憚有所と同籾、拾 食色与之=ることi^のぞまレいし、母親に対して
も喰吊μ舛t  る正レしヽ知識2;与之§ことが゙大切である．但しこれは. 朝 ■ﾀ喰 や 匈^

との㈲連、子供の情鴉面、葵に幼雅團で･の生活塘導との陶係に

It ればならrx い向骸である、


